
平成 28 年度第 1 回大郷町総合教育会議 会議録 
 

日時：平成 28 年 10 月 25 日（火） 
                          午後 1 時 30 分～ 

場所：大郷町役場 3 階第 2 委員会室 
 
【出席者】 
（教育委員会） 

大友教育長・熊谷教育委員長・武田教育委員長職務代行者・武藤教育委員・高橋教育委

員・浅野教育課長 
（町長部局） 
 赤間町長・小畑総務課長・伊藤補佐 
【欠席者】なし 
 
 
１．開  会  （13：30）小畑総務課長 
 
２．あいさつ  赤間町長 
        （省略） 
３．議  題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議 長 
熊谷委員長 

 
 
 
 
 
 

運営規則第 3 条により議長である町長が進行する。 
（１）学力向上及び体力向上対策の推進と特別支援教育の充実について 
（２）幼稚園における 3 歳児教育の推進について 
（３）教育施設の整備・更新について 

議題提案者である教育委員会（教育長）より資料（別紙参照）に基づき

説明。 
資料 
・平成 28 年度全国学力・学習状況調査結果（非公表資料） 
・平成 27 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果データ 
・第 2 期宮城県教育振興基本計画素案 
 
3 つの議題について質疑をお願いする。 
体力づくりのデータは小学校では 5 年生・中学校では 2 年生だけのデー

タだが、取り組みはその学年のみか。中学校では 1 年から 3 年の全学年で

取り組んで欲しい。小学校では 4 年から 6 年ぐらいのデータはあったほう

がよい。そうすれば、スポ少に入るのも 3 年生ぐらいからだが、4・5・6
年生ぐらいがスポ少に入って最適な年かと思うので、データ的にも 4・5・
6 年生があったほうが、中学校に入っても、自分のデータの伸びや落ちた

ところが分かる。中学生は 3 年間やって欲しい。学力についても、小学校



 
 
 

教 育 長 
 
 
 
 
 

武 田 代 行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教 育 長 
 
 
 
 
 
 
 

 
議 長 

 
 
 

は 6 年生の取り組みとなっているが、中学生では 1・2・3 年生の全国的な

テスト方式でやれば成績を追える。小学生では 5 年生ぐらいからそのよう

な勉強の方法を取り上げたらいいと思う。 
 このデータは小学校 5 年生と中学 2 年生に限定されているが、学校では

各データは持っていると思うので、比較はできると思う。学力に関しても

考査、テストで比較できるので、一番うれしいのは伸びていればいいが、

年々下がるようでは困る。必要であれば学校から取り寄せて入手すること

も可能。なお、校長会等を通じて見比べながら、向上するように努めるよ

う話したい。 
 学力テストが向上したり下がったりといったデータが示されたが、学力

というのは努力しただけでは何ともならない、ある程度遺伝的なものも素

因としてはあると考えられる。大切なこととしては、環境づくりというか、

勉強する環境が整っていることが何よりも大切。勉強するという習慣づけ

をどのようにしてつけさせていくか。例えば今年、町長さんたちが各地域

を回っての話し合いの中で、中学生の部活の道着についての話し合いも出

たということで、いろんな話し合いが導き出されたと思うが、地域地域の

中に行くことによって、そこで家庭環境、大郷ではたまたま核家族だけで

なく、何世代かの家族がいて育てられている習慣もあると思うが、やはり

勉強をやらなくてはいけないものだ、なんとか勉強していく習慣というも

のを、どうゆうふうにかして作ることができたら一番ではないか。ですか

ら、漠然とした話になってしまうが、いかに子どもたちのやる気が出るか

は躾でもあると思う。子どもたちに対する親の躾、家庭教育、毎回言われ

ていることでもあるが、いかに浸透させていくかを具体的に考えていくべ

きと思う。地域の中で拾い出された言葉というものがあるということは、

教育長さんなり町長さんなりが声掛けして、やっぱり家庭の中での勉強が

いかに大切かということ、そうゆうところででも声掛けしていくことが一

つなのかなと思いました。 
 町長ともいつでも話しているが、簡単にいえば家庭なんだなということ

は了解している。ただ、学校でお預かりしている以上、最大の環境は教員

ですので、優秀な教員を確保するということが私の使命です。優秀な教員

であれば家庭にも影響を及ぼすような指導をしますので、宿題も量だけを

出すのではなく、肝心なところをやってきなさいといった適正な宿題を与

えたり、親の了解を取ったり学校ぐるみでそういったことをやりますので、

町長さんと私が地域に行って説明・説得するのも重要ですが、まずは学校

を信じてもらって、先生方を信じてもらって、そうゆうところから努力を

していくという、ノーマルなスタイルで改革していきたいと考えている。

 学校の先生の資質や指導は同じだと思っているが、ただ、それぞれにい

くらかの差があるのかなと思っている。基本は家庭において、いかに本を

見るか、習慣づけするか。以前私は、家庭において 30 分でもいいからテレ

ビを消して、子どもと会話する時間を設けたらいいのではないかといった
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ことを提案した。今は、親子のふれあいが無いから、まずもって基本は親

子の会話の時間をもって、そのような中で勉強するように持っていって、

自然と本を読ませるような環境づくりが一番だと思う。30 分でもいいから

テレビを消して会話をする。基本は家庭が一番だと思う。 
 管内では亘理町や仙南のほうですが、名取とかではノーテレビ、ノーゲ

ームといった時間を 1 日に 1 時間とか 3 時間とか作って、その時間はテレ

ビを見せない、ゲームもさせない、親子で会話する、親子で勉強する、遊

ぶ、そうゆうことをやっているところもある。本当に必要だとなれば、そ

ういった取り組みもできます。 
 やっぱり学校の先生方の指導があっての学力だとは思うが、勉強する習

慣がついていないということは、子どもたちのやる気とかに結びついてい

く。そして先ほど出ましたが、貧困というか子どもたちの中での貧困、教

育に対してももちろんそのままなんですが、家庭という言葉がいいのか分

かりませんが、という家庭に育ったお子さんはどうしても一人の時間が多

くなると思う。ご飯を食べるにしても、学校の出来事を話す時間にしても

一人の時間が多くなってくる。お金が、親に余裕が無ければ我慢もしなけ

ればならない。我慢するということはいいことなのかもしれないが、教育

も全部みんなと同じように、スポーツやそういったことも、スポーツ少年

活動にしても出来なくなってくる。いろんな意味で家庭における状態が子

どもたちを変えていくなということがすごく感じ取れる。基本は学校なん

ですが、そこの中での家庭の中というものが。じゃあどうすればいいかと

なった時に、漠然とした答えしか出来ないので、さしあたっては町政懇談

会などで話してもらえると、クッションになると思う。 
 幼稚園における 3 歳児教育の推進について、具体的な案は出ているので

しょうか。 
 教育委員会で示せるものはありませんが、9 月の定例議会で町長が全議

員の前で表明したのは、29 年度中に基本計画・実施設計を取りまとめて、

文科省の補助事業を取りつけて、30 年度に建設、31 年 4 月に 3 歳児保育

の実現をということを表明しました。それに基づいて、事務方で町長も含

めて何度か協議させていただいて、まずはそういったスケジュールで施設

の面的な整備、そして教職員の人材の確保を進めていこうというのみで、

ペーパーでお示しするようなものは揃っていません。話題として平面図を

つけさせていただいた。ブルーのところが保育園で使っているエリアで、

職員室は共用ですが、黄色のエリアが幼稚園で使っているエリアで、いず

れも満室状態という状況で、この間町長、教育長、副町長含めて現地視察

した限りでは、せっかくの園庭ではありますけれど、他から比べれば十二

分に広すぎるほどの園庭でもありますので、この園庭を使って、設計のプ

ロの目や土質調査なども必要になってくると思うが、ここに必要教室数を

増設して 3 歳児教育を実現しようというのが事務方の考えです。 
 3 歳児教育は実現していただきたいですが、園庭の部分に 3 歳児教育分
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の教室を出すと思うが、いつも幼稚園を訪問させていただいて先生方の話

を聞いているときに毎年必ず話題に上るのが、遊戯室の使い方が不便だと

いうことです。曜日によって幼稚園が使える日と保育園が使える日が分け

られているので、前日の準備もできないし、その日に準備してまた次に同

じことをしようしても片づけなければいけない。それを 3 歳児の分を増や

すことによって、なお遊戯室の使い方が込み合ってくるのではないかと思

う。先生方は調整が大変になってくると思う。 
 町では庁舎も老朽化し、高齢化も進んで、エレベーターも何もなくて、

所得の申告もどうしたらいいか検討中で、更に幼稚園、保育所、これを今

回この場所に増設するということで、園庭に建てるが、確かに遊戯室が狭

いというのは重々分かっているが、しからば新しい土地を求めてやるとな

ると、体力的にも時間的にも様々なことが大変なので、まずもって 3 歳児

保育実施のためには、あるものを利用したほうがよいということで、今回

31 年度に開始できるよう体制をとるということで、国に申請しながら内部

のほうで進めている。完璧な施設はないわけですが、子どもたちの指導に

当たる先生方の資質がよければ、子どもたちもすくすく育つと思う。遊戯

室は狭いですが、広い園庭を利用して 3 歳児保育を実施する予定で内部で

検討しています。新しい土地を求めて幼稚園か保育所のどちらかが移動す

ることになれば、完璧な子育て支援施設になるが、中途半端になってしま

うので、しっかりとした今後の町の計画の中で進めていかなければまずい

ということで、今回この場所に不足分の教室を増設するということで進め

ています。 
 その中で、3 歳児入園と、1 年間は家で遊ばせておいて私の家は 2 年で

いいわという親ごさんが出たときは、それはそれでＯＫなんですか。 
 最初はそうゆうのもあると思うが、ところが、皆入ってくると思う。3
月末頃生まれて、まるきり 1 年遅れで入ってくる子どももいる。うちのは

幼いから半年くらい遅れて入れたい子も出てくると思う。それはしょうが

ない。おしめをしている子どもが半分くらいいると思う。議会にも教育長

なりの答弁で、おしめをしている子どももいるから 3 歳児教育は難しいと

いう答弁をしていたが、時代の流れや経済状況の中で、3 歳児からの幼児

教育を受けたいというお母さん方がいっぱい出てきたので、今回実施する

ことになった。確かに大変だと思う。おしめをしている子どもも、しない

子どももいる。 
 一足早く集団生活に慣れるということを考えれば、とてもいいことだと

思う。 
 このような計画で進めたいと思っているので、国の補助の枠に入ればこ

のとおり進めたい。 
 嬉しい悲鳴が上がるくらい、教室が足りないくらい子どもが増えれば最

高です。 
 今でいう、すみれ組の 4 歳、5 歳児さんは幼稚園にならない理由は何で
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しょうか。 
 保育園に入った以上保育園を卒園させたいという思いと、保育時間や預

りの時間に差はなくなってきているが、保育園に対する 0 歳からお世話に

なってきたという義理的なものではないかと思う。教育と保育の違いは全

くない。保育園でも幼稚園のやり方を先生方同志が学びあっているので、

そんなに差はないんですが、片や保育、片や教育という意味合いで見ると、

幼稚園の教育を受けさせたいという親が増えていることは間違いない。す

みれの部分は、本来は幼稚園の部屋だったそうです。保育園の方で子ども

が増えて、待機児童も増えたので、いちごとさくらんぼのところを増設し

た。これでもまだ待機が何名かいるみたいだ。 
 預り保育室をすみれ室と 3 歳児 2 部屋使って、3 歳児チューリップが空

くということにならないか。簡単に考えれば。 
 うまくいけばいいけど。我々も単純に考えているが。 
 こちらも義務教育でないので、親の選択肢を保証しなければならないの

で難しい。ただやる以上は、本来であれば 3 歳になったら、全部幼稚園に

切り替えてくださいと言ったほうがいいと思うが、義務教育ではないだけ

に強く言えない。 
 無償化になればいいんでしょうけど。国で無償化にしてくれれば。 
 そうすると預り保育が多分増えてくると思うので、預り保育は遊戯室と

いうことになるのでは。 
 預り保育は違う教室を使わなければならないですよね。普段使っている

教室とは。 
 預りをうさぎ組のところで使えるのではないかという話が出るが、預り

保育には、柔らかい畳を敷いて、うさぎの教室にも畳を敷いてしまうと椅

子と机が置けなくなる。預りも専用の保育室が必要となる。 
 せっかく増設するのだから、もっと先の 10 年後 20 年後まで見据えてや

っていかないと増設増設となっていく。もっと頑張って広めに作ってもら

えばいいと思う。評判がよければ大郷に行きたい人が入ってくる。 
 確かに大郷で 3 歳児からやるとなると、非常にインパクトの強い政策に

なる。定住化構想とも合いますし、働くお母さんや働く女性の社会進出な

ど国がやっていることを保証することにもつながる。 
 学力向上と体力向上についてだが、先生と子どもたちという括りの中で

考えると、家庭までは繋がらない部分がある。もっと親の勉強会などを積

極的に取り組むことは、将来的にこうゆうことに繋がります、あるいは悪

いことをすればこうゆうことに繋がりますというのを、小さいうちから子

どもだけでなく親も一緒に勉強する機会を増やしていったらいい。いじめ

についてもなんでも、子どもだけの対象ではなく、親や家庭もみんながそ

うゆう認識を持つような環境づくりですね。学校だけでなく、町の姿勢と

して町全体で考えようとすれば、もっとこちらで思うようなことが伝わっ

てくるのではないか。 
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 以前高校三年生を対象とした模擬議会を開催して、議員としての視点で

どのように質問するのかといったことで始まったが、今回は女性議会を開

催して、ＰＴＡの方々にも呼びかけして、どのような方々が出てくるのか

興味をもっていたが、ＰＴＡの若いおかあさん方は出てこなかった。子ど

もの教育に対する町の取り組み方への質問が出てくるかと思ったが、誰も

いなかった。 
 小学校も中学校もですが、今年はインターネットの危険性について、Ｐ

ＴＡを対象とした研修会を開催しています。ですからテーマを絞れば、そ

うゆう研修をどなたか適当な先生をお呼びして、家庭教育や家庭での勉強

がいかに大切かといった勉強会や研修会をやることは可能だ。 
武田委員との話とも合うので、今後校長と相談してみます。 
 子どもたちは褒められるのが大好きだから、褒めながら。 
 たまたまテレビでもよくやるけれども、有名な人が来て授業するといっ

たことも子どもたちにインパクトを与えると思う。 
 これは県のインターンシップとも合致しますのでいいことですね。 
 施設の整備ですが、町長もおっしゃったように、公民館や役場が点在 
していて、なおかつ老朽化が文化会館をはじめ進んでいる。いつかは直さ

なくてはならない。一つずつやるのか、それとも減らしていくのか。そろ

そろ論議しなければ後々大変になる。時代から置いていかれそうな気がす

る。 
 宮城県内で庁舎にエレベーターが無いのは、大郷と塩竈市ぐらいだ。 
話はそれるが、例えば農業者年金関係で役場に来る方々は 70 歳を超えてい

る。そうなると上がってきて苦情を言う。だから案内所ではどちらに来た

かを聞いて、農業委員会なら委員会の職員が下りてきて対応するよう指導

している。それでも我々をはじめ、健康なふりをして階段を上がって息を

切らしている。更に所得の申告では 3 階まで行って、待たせられて、所得

を納めると尚更だ。申告の場合は解消に向けて課長方に揉ませている。ま

た課長方にお願いする時期が来ると思うが、このままではうまくない。ど

こか大きな場所を設けて、町の核となる役場を移動しなければならない。

私の代で基金だけでも創設させなければならないかと。年間に 5,000 万円

積めば 10 年で 5 億になる。土地といくらかの借金で建てられるのではな

いか。いかに町民の人たちが利用しやすいかだ。 
 単純な質問ですが、25 年度から今年度まで、学力についてですが、だん

だん点数が低くなってきている。全国的にもそうだが。問題的にも難しく

なってきているのか。 
 簡単には解けない問題に、年々難しくしているとのことでした。全国で

のレベル争いが熾烈になってきて、過去問といって去年、一昨年の問題を

子どもたちにやらせている。このテストは 5 月だが、3 月と 4 月に過去問

をやらせて、練習させて、これに臨ませている。結果が低ければ低いほど

知事さんや市長さんが怒りだす。そのような弊害を取り除こうということ
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で問題を過去問にとらわれない問題を作っているので、問題づくりに苦労

しているとのこと。県でも今まで県独自の学力テストがあったが、本年度

をもって来年度からはやめるという話です。これからは比較する場合は文

部科学省のものしか出てこない。議会でもお答えしているが、学力テスト

の結果だけで、果たして人間全体の良さ悪さを判断するのはいかがなもの

か。例えば学力が高い県であっても、自殺率が高かったり、いじめに対す

る認知度が低かったりしている。決して学力だけが人間の力を測るもので

はない。 
 特別支援教育の推進についてですが、この間も小学校の学芸会で郷の子

の子どもたちが一生懸命楽しそうに先生方の指導でやっていました。現在

は、支援の方々も充足されているような状況だが、学校の先生方と保護者

の方との間の問題は起きていないか。 
 子ども同士や保護者同士でのトラブルというのは起きていない。学芸会

を見ていただいたとおり、特別支援学級に対してやさしい眼差しで見てい

ただいている。来年は人数が減ったり増えたりする。中学校では来年は知

的で 2 年生 1 名で、情緒はいなくなる。そこに教員補助者を 3 名つけるの

はもったいない。そこのところを 1 名か 2 名にして、1 名は小学校に回し

たい。というのは、小学校で情緒が 1 名増える。その他にもいて 10 名く

らいになる。8 名で 1 クラスになるので、2 クラスになる可能性がある。

よって情緒学級の数が多くなるので、その分中学校の教員補助者を回して

もらうと、目の行き届いた教育ができる。 
 小学校から中学校に上がる時の連携はすぐ動ける状態でしょうか。 
 知的なものについては、ある程度の向上が見られれば、その結果を親に

知らせますし、親が希望しなければ普通教室で勉強することができる。親

が承諾しなければ絶対できない。普通学級に在籍しながら、例えば落ち込

んでいる数学や英語や国語というものについては、個別指導や 2、3 人集め

て授業したりもしている。そういう時にも教員補助者はとても役に立って

いる。言いたいことは、一人ひとりに目の行き届いた教育をして、どんな

お子さんであっても学力を保証してあげたい。 
このほかありませんか。 

 なし。 
 以上で閉会いたします。 
 

 
４．そ の 他 
  な し 
 
５．閉  会  （15：10） 











子育て支援センター

ちゅうりっぷ
（３歳児）２５名

いちご
（２歳児）１４名

さくらんぼ１５名
　（１～２歳児）

たんぽぽ
（０歳児）１２名

すみれ２３名
（４～５歳児）

　さくら
（１歳児）９名

らいおん２９名
（５歳児）

きりん２９名
（５歳児）

りす２４名
（４歳児）

預かり保育室
うさぎ２４名
（４歳児）


